
屈折異常と眼位の影響を受けずに
局所網膜機能を評価するAIセンシングを活用した
網膜走査型多局所網膜電図装置の創出
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研究開発概要

多局所網膜電図 (mfERG)
・局所における網膜機能を評価する検査法

・強度近視眼 と 低視力者 は正確に評価できない

強度近視眼

低視力者

網膜走査型 RGB レーザ
・屈折異常の影響を殆ど受けない
レーザによる網膜走査

アイトラッキング
・屈折異常測定中の
固視動揺による
計測ノイズを除去可能

屈折異常 と 眼位 の影響を受けない

網膜走査型 mfERG

近視の進行 と 視覚障害

理想的な眼の結像位置

・遠くを見るとき

焦点位置が眼の後ろに ピント調節が働き
理想的な眼の結像位置に

常に眼の筋肉が
緊張するため
眼精疲労になる

眼精疲労にならないよう
眼球自体が大きくなる

＝ 近視が進行

・近く を見るとき
近視の進行

近視のリスク

網膜が薄く引き延ばされ,
構造的に脆くなる

強度近視：12% (20万人)

日本国内の
視覚障害者数 (2020)

164 万人

健常者

強度近視

使い捨て皮膚電極

 (1,000円/回)

による 継続的な売上げ

市場規模

競合製品との比較 開発体制

hirota.ortho@med.teikyo-u.ac.jp

・2019 年から網膜走査型 mfERG の共同研究開発をスタート

・眼科診療報酬：D258 (230 点), 
D258-2 (500 点)

・AIによる眼球運動解析：帝京大学
ERG 関連特許：メイヨー社
網膜走査型 RGB レーザ関連特許：QDレーザ社

複数取得済
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